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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人の両眼（ＯＤ、ＯＧ）の屈折特性の少なくとも１つを自動的に測定する方法であっ
て、
　ａ）各々の捕捉された画像を該画像を表す信号に変換するようになっている画像捕捉装
置（１０）に関連付けられた参照枠（Ｏ、Ｘ、Ｙ、Ｚ）内において、前記個人の要望にし
たがって、該個人の頭部の少なくとも１つの姿勢を調整する段階と、
　ｂ）前記画像捕捉装置（１０）に関連付けられた前記参照枠（Ｏ、Ｘ、Ｙ、Ｚ）内の既
知の位置の少なくとも１つの光源（２０）によって両眼（ＯＤ、ＯＧ）を照明する段階と
、
　ｃ）前記個人の頭部に関連付けられた参照枠内において、前記個人の注視方向に関連付
けられた少なくとも１つの注視方向パラメータ（Ｈ）を測定する段階と、
　ｄ）前記段階ｃ）において測定された前記注視方向パラメータに対応する、前記個人の
両眼（ＯＤ、ＯＧ）の網膜上での前記光源（２０）の網膜反射の少なくとも１つの画像（
ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ２）を捕捉するために前記画像捕捉装置
（１０）を使用する段階と、
　ｆ）前記段階ｄ）において捕捉された前記少なくとも１つの画像から、前記個人の眼（
ＯＤ、ＯＧ）の各々について前記屈折特性（Ｄ）を決定する段階と、
　ｈ）前記決定された屈折特性に関連して、前記段階ｄ）の画像捕捉中に測定された前記
個人の注視方向に関連付けられた前記注視方向パラメータ（Ｈ）を記憶する段階
とを含み、
　前記段階ｃ）において、前記頭部の以下の姿勢パラメータ（ＤＤ、ＤＧ、Ｈ、ＡＨＤ、
ＡＨＧ、ＡＶＤ、ＡＶＧ）、すなわち、
　・前記画像捕捉装置（１０）の瞳と、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且つ前記画像
捕捉装置に眼を向けているときに傾斜している前記個人の解剖学的平面（ＰＦＩ）との間
の垂直距離（Ｈ）であって、前記解剖学的平面は、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且
つ水平に見ているときにほぼ水平である水平解剖学的平面（ＰＦＨ）に相当する、垂直距
離（Ｈ）と、
　・前記画像捕捉装置（１０）の瞳と、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且つ水平に見
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ているときにほぼ水平である前記水平解剖学的平面（ＰＦＨ）との間の距離と、
　・第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）の水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な
平面内における、該第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）に対する画像捕捉平
面（ＰＣＩ）の第１の傾斜角度（ＡＶＤ、ＡＶＧ）であって、前記第１の参照平面（ＰＲ
ＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）は、前記画像捕捉装置（１０）の瞳に前記個人の一方の眼（Ｏ
Ｄ、ＯＧ）を接続する線に対して垂直であり、前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）と前記水平軸
線（Ｘ’）に対して垂直な前記平面との間の交差部分によって画定される線と、前記参照
平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）と前記水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記平面と
の間の交差部分によって画定される線との間に存在する角度に相当する第１の傾斜角度（
ＡＶＤ、ＡＶＧ）と、
　・前記水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦ
Ｇ１）の軸線（Ｙ）に対して垂直な平面内における、前記第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１
、ＰＲＥＦＧ１）に対する前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）の第２の傾斜角度（ＡＨＤ、ＡＨ
Ｇ）であって、前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）と前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面と
の間の交差部分によって画定される線と、前記参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）
と前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面との間の交差部分によって画定される線との間
の、前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面内に存在する角度に相当する第２の傾斜角度
（ＡＨＤ、ＡＨＧ）と
のうちの少なくとも１つが測定される、方法。
【請求項２】
　予め規定された視力条件の下、個人の両眼（ＯＤ、ＯＧ）の屈折特性の少なくとも１つ
を自動的に測定する方法であって、
　ａ）各々の捕捉された画像を該画像を表す信号に変換するようになっている画像捕捉装
置（１０）に関連付けられた参照枠（Ｏ、Ｘ、Ｙ、Ｚ）内において、前記個人の要望にし
たがって、該個人の頭部の少なくとも１つの姿勢を調整する段階と、
　ｂ）前記画像捕捉装置（１０）に関連付けられた前記参照枠（Ｏ、Ｘ、Ｙ、Ｚ）内の既
知の位置の少なくとも１つの光源（２０）によって両眼（ＯＤ、ＯＧ）を照明する段階と
、
　ｃ）前記個人の頭部に関連付けられた参照枠内において、前記個人の注視方向に関連付
けられた少なくとも１つの注視方向パラメータ（Ｈ）を測定する段階と、
　ｉ）前記段階ｃ）において測定された前記注視方向パラメータを、前記予め規定された
視力条件に対応する所定の範囲内の値と比較し、前記段階ｃ）において測定された前記注
視方向パラメータ（Ｈ）の値が前記予め規定された視力条件に相当する前記範囲内にある
場合、前記個人の両眼（ＯＤ、ＯＧ）の網膜上の前記光源（２０）の網膜反射の少なくと
も１つの画像（ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ２）の前記画像捕捉装置
（１０）による捕捉を起動し、前記画像が画像捕捉平面（ＰＣＩ）内で捕捉される、段階
と、
　ｊ）前記予め規定された視力条件において前記個人の眼（ＯＤ、ＯＧ）の各々の前記屈
折特性（Ｄ）を前記少なくとも１つの捕捉画像から決定する段階
とを含み、
　前記段階ｃ）において、前記頭部の以下の姿勢パラメータ（ＤＤ、ＤＧ、Ｈ、ＡＨＤ、
ＡＨＧ、ＡＶＤ、ＡＶＧ）、すなわち、
　・前記画像捕捉装置（１０）の瞳と、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且つ前記画像
捕捉装置に眼を向けているときに傾斜している前記個人の解剖学的平面（ＰＦＩ）との間
の垂直距離（Ｈ）であって、前記解剖学的平面は、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且
つ水平に見ているときにほぼ水平である水平解剖学的平面（ＰＦＨ）に相当する、垂直距
離（Ｈ）と、
　・前記画像捕捉装置（１０）の瞳と、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且つ水平に見
ている時にほぼ水平である前記水平解剖学的平面（ＰＦＨ）との間の距離と、
　・第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）の水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な
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平面内における、該第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）に対する前記画像捕
捉平面（ＰＣＩ）の第１の傾斜角度（ＡＶＤ、ＡＶＧ）であって、前記第１の参照平面（
ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）は、前記画像捕捉装置（１０）の瞳に前記個人の一方の眼
（ＯＤ、ＯＧ）を接続する線に対して垂直であり、前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）と前記水
平軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記平面との間の交差部分によって画定される線と、前記
参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）と前記水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記平
面との間の交差部分によって画定される線との間に存在する角度に相当する第１の傾斜角
度（ＡＶＤ、ＡＶＧ）と、
　・前記水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦ
Ｇ１）の軸線（Ｙ）に対して垂直な平面内における、前記第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１
、ＰＲＥＦＧ１）に対する前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）の第２の傾斜角度（ＡＨＤ、ＡＨ
Ｇ）であって、前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）と前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面と
の間の交差部分によって画定される線と、前記参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）
と前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面との間の交差部分によって画定される線との間
において、前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面内に存在する角度に相当する第２の傾
斜角度（ＡＨＤ、ＡＨＧ）と
のうちの少なくとも１つが測定される、方法。
【請求項３】
　ｅ）前記光源（２０）の網膜反射の画像（ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲ
ＯＧ２）の幅又は輝度分布を前記少なくとも１つの捕捉画像から決定し、前記幅又は前記
輝度分布の関数として前記個人の眼（ＯＤ、ＯＧ）の各々の前記屈折特性（Ｄ）を決定す
る段階
をさらに含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　両眼（ＯＤ、ＯＧ）が同時に照明され、両眼（ＯＤ、ＯＧ）の網膜上の前記光源（２０
）の網膜反射の画像が同時に捕捉され、段階ｅ）において、前記光源（２０）の網膜反射
の画像（ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ２）の前記幅又は前記輝度分布
は、少なくとも前記光源（２０）に対する前記個人の頭部の前記姿勢において同時に捕捉
される両眼（ＯＤ、ＯＧ）の網膜反射に関係する前記信号から決定される、請求項３に記
載の方法。
【請求項５】
　前記光源（２０）の網膜反射の画像（ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ
２）の前記幅（Ｌ）又は前記輝度分布から、前記個人の眼（ＯＤ、ＯＧ）の各々の屈折異
常についての値が推定される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記個人の２つの眼（ＯＤ、ＯＧ）の各々の網膜上の前記光源（２０）の前記網膜反射
の少なくとも２つの画像（ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ２）が捕捉さ
れ、当該方法は、
　ｅ’）前記少なくとも２つの捕捉画像から、前記光源（２０）の前記網膜反射の画像（
ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ２）の移動を決定する段階
を更に含み、
　前記個人の眼（ＯＤ、ＯＧ）の各々の前記屈折特性（Ｄ）は前記移動の関数として決定
される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項７】
　前記２つの画像捕捉中に、異なる前記光源（２０）に対する前記個人の頭部の姿勢につ
いて、
　段階ｃ）において、前記２つの画像捕捉中に、前記個人の頭部の少なくとも１つの姿勢
パラメータ（ＤＤ、ＤＧ、ＡＨＤ、ＡＨＧ、ＡＶＤ、ＡＶＧ）が前記画像捕捉装置（１０
）の前記参照枠（Ｏ、Ｘ、Ｙ、Ｚ）内において測定され、
　段階ｅ’）において、前記決定された網膜反射の画像の前記移動が、段階ｃ）において
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測定された前記頭部姿勢パラメータ（ＤＤ、ＤＧ、ＡＨＤ、ＡＨＧ、ＡＶＤ、ＡＶＧ）の
関数として、前記２つの画像捕捉の間の前記光源（２０）に対する前記個人の頭部の姿勢
の相違と比較され、
　前記個人の眼（ＯＤ、ＯＧ）の各々の屈折特性（Ｄ）は前記比較から推定される、請求
項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記個人の眼（ＯＤ、ＯＧ）の各々の屈折異常の符号が前記比較から推定される、請求
項７に記載の方法。
【請求項９】
　両眼（ＯＤ、ＯＧ）が同時に照明され、両眼（ＯＤ、ＯＧ）の網膜上の前記光源（２０
）の網膜反射の画像が同時に捕捉され、段階ｅ’）において、前記光源（２０）の網膜反
射の画像（ＩＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ２）の前記移動が、少なくと
も前記光源（２０）に対する前記個人の頭部の各々の姿勢において同時に捕捉される両眼
（ＯＤ、ＯＧ）の前記網膜反射に関係する前記信号から決定される、請求項６に記載の方
法。
【請求項１０】
　画像捕捉の間、前記光源（２０）と前記画像捕捉装置（１０）とが上に取り付けられて
いる支持体（３０）が、前記個人によって手で保持される、請求項１又は２に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記個人が、前記画像捕捉装置（１０）の瞳（１１）の付近を見つめている間、すなわ
ち、前記瞳の付近の定められた区域内を見ている間に、前記少なくとも１つの画像が捕捉
されることを検証するための、前記画像捕捉段階の前又は後の検証段階を含む、請求項１
又は２に記載の方法。
【請求項１２】
　前記注視方向パラメータは、排他的に、個人が前記画像捕捉装置の瞳を注視している間
に測定される前記個人の頭部の姿勢パラメータ（Ｈ）である、請求項１又は２に記載の方
法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの画像を捕捉する前の準備段階中に、視力矯正機器が前記個人の顔の上
に配置され、前記捕捉画像を表す前記信号及び／又は該信号から推定された前記屈折特性
が前記視力矯正機器の屈折力と偏角との関数として矯正される、請求項３に記載の方法。
【請求項１４】
　少なくとも一つの画像を捕捉する前の準備段階中に、視力矯正機器が上記個人の顔の上
に配置され、前記捕捉画像を表す前記信号及び／又は該信号から推定された屈折特性が前
記視力矯正機器の屈折力と偏角との関数として矯正される、請求項６に記載の方法。
【請求項１５】
　前記段階ｃ）において、前記個人の注視方向（ＤＶＤ、ＤＶＧ）は、両眼（ＯＤ、ＯＧ
）の角膜反射の画像を表している信号から計算される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項１６】
　ｒ）少なくとも１つの画像の捕捉の前又は最中に、前記個人の眼の前に参照画像を表示
し、該参照画像は、該参照画像の空間周波数をフィルタリングするための特定のカットオ
フの周波数フィルタによるローパスフィルタリングに相当する不鮮明性を表す段階と、
　ｔ）前記参照画像をフィルタリングするために前記段階ｒ）において使用された前記ロ
ーパスフィルタのカットオフ周波数の値に関連して決定された前記屈折特性を記憶装置内
に記憶する段階と、
　ｕ）前記参照画像フィルタの様々なカットオフ周波数に関して、少なくとも段階ｂ）、
ｃ）、ｄ）、ｆ）、ｒ）及びｔ）、又は、段階ｂ）、ｃ）、ｉ）、ｊ）、ｒ）及びｔ）を
繰り返す段階
とを含む、請求項１又は２に記載の方法。
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【請求項１７】
　・前記画像捕捉段階中に、少なくとも２つの画像が連続的に捕捉され、該２つの画像の
各々は、前記個人の両眼の網膜上の前記光源の２つの網膜反射の画像に相当し、
　・前記２つの画像の一方から前記個人の２つの眼の一方の前記屈折特性を決定し、且つ
、他方の画像から前記個人の他方の眼の屈折特性を決定する、
請求項１又は２に記載の方法。
【請求項１８】
　個人の両眼（ＯＤ、ＯＧ）の屈折特性の少なくとも１つを自動的に測定するための装置
であって、
　・支持体（３０）と、
　・前記個人の眼（ＯＤ、ＯＧ）の少なくとも一方の眼を照明するような態様において前
記支持体（３０）上に取り付けられている少なくとも１つの光源（２０）と、
　・前記個人の各眼の網膜上の前記光源（２０）の網膜反射の少なくとも１つの画像（Ｉ
ＲＯＤ１、ＩＲＯＧ１、ＩＲＯＤ２、ＩＲＯＧ２）を捕捉するようになっており、且つ、
各捕捉画像を該捕捉画像を表す信号に変換するようになっている、前記支持体（３０）上
に取り付けられている少なくとも１つの画像捕捉装置（１０）であって、前記光源（２０
）は該画像捕捉装置（１０）に関連付けられた参照枠内（Ｏ、Ｘ、Ｙ、Ｚ）の既知の位置
にある、少なくとも一つの画像捕捉装置（１０）と、
　・前記個人の頭部に関連付けられた参照枠内において前記個人の注視方向に関連付けら
れた少なくとも１つの注視方向パラメータ（Ｈ）を測定するための手段であって、前記パ
ラメータは、
　　・前記画像捕捉装置（１０）の瞳と、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且つ前記画
像捕捉装置に眼を向けているときに傾斜している前記個人の解剖学的平面（ＰＦＩ）との
間の垂直距離（Ｈ）であって、前記解剖学的平面は、前記個人が自然な姿勢の状態にあり
且つ水平に見ているときにほぼ水平である水平解剖学的平面（ＰＦＨ）に相当する、垂直
距離（Ｈ）と、
　　・前記画像捕捉装置（１０）の瞳と、前記個人が自然な姿勢の状態にあり且つ水平に
見ているときにほぼ水平である前記前記水平解剖学的平面（ＰＦＨ）との間の距離と、
　　・第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）の水平軸線（Ｘ’）に対して垂直
な平面内における、該第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）に対する画像捕捉
平面（ＰＣＩ）の第１の傾斜角度（ＡＶＤ、ＡＶＧ）であって、前記第１の参照平面（Ｐ
ＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）は、前記画像捕捉装置（１０）の瞳に前記個人の一方の眼（
ＯＤ、ＯＧ）を接続する線に対して垂直であり、前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）と前記水平
軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記平面との間の交差部分によって画定される線と、前記参
照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１）と、前記水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記平
面との間の交差部分によって画定される線との間に存在する角度に相当する第１の傾斜角
度（ＡＶＤ、ＡＶＧ）と、
　　・前記水平軸線（Ｘ’）に対して垂直な前記第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥ
ＦＧ１）の軸線（Ｙ）に対して垂直な平面内における、前記第１の参照平面（ＰＲＥＦＤ
１、ＰＲＥＦＧ１）に対する前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）の第２の傾斜角度（ＡＨＤ、Ａ
ＨＧ）であって、前記画像捕捉平面（ＰＣＩ）と前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面
との間の交差部分によって画定される線と、前記参照平面（ＰＲＥＦＤ１、ＰＲＥＦＧ１
）と前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面との間の交差部分によって画定される線との
間において、前記軸線（Ｙ）に対して垂直な前記平面内に存在する角度に相当する第２の
傾斜角度（ＡＨＤ、ＡＨＧ）と
から選択される、測定手段と、
　・前記個人の眼（ＯＤ，ＯＧ）の前記屈折特性（Ｄ）を決定するために前記少なくとも
１つの捕捉画像を表す前記信号に応答し、且つ、前記決定された屈折特性に関連して前記
個人の注視方向に関連付けられた前記少なくとも１つの注視方向パラメータ（Ｈ）を記憶
装置内に記憶するようになっているコンピュータと



(6) JP 2013-510613 A5 2013.12.5

を備える、装置。
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